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岩盤評価システム「 TBM State Monitor」

シールド掘進中に得られる機械データにより切⽻の強度、崩落度、拘束度を評価

品質向上 安全向上 維持管理 SH-0301

岩盤・⾼⽔圧対応技術

実績・事例

お客様のメリット

●各種機械データを補正することにより、岩⽯の⼀軸圧縮強さを求めることができます。
●補正したデータの傾向により、切⽻の崩落度、マシン拘束度を評価できます。
●評価をもとに、掘進管理を実施、早期の対応でトラブルを防ぎ、掘進速度が向上します。

技術の特徴

TLLシール充填状況
（ワイヤブラシ式テールブラシ）

TBM及びシールド掘進中に得られる各種機械データにより、岩盤の強度や切⽻の崩落度、マシン本体の拘束度等
を検知する技術です。

各種情報を掘進中にリアルタイム表⽰
掘進中、計測される推⼒、トルク、カッタ回転速度、掘
進速度からリアルタイムに掘削岩盤の⼀軸圧縮強度の
指標となる修正推⼒と修正トルクを求め、図のようにプ
ロットすることにより、運転点がどのように推移したかで、リ
アルタイムに岩盤の強度、切⽻の状態、マシンの拘束度
合いを評価できます。

リアルタイム表⽰例

当技術は、当初TBMに適応した技術であり、TBM⼯事に採⽤されました。
その後、シールド分野でも岩盤対応が増え、同様な原理で評価できることから、岩盤泥⽔シールドで採⽤されました。


